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住所(法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在j色）

大阪市淀川区西中島五丁目５番１５号新大阪セントラルタワー7Ｆ

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

変容の氏名）
東海旅客鉄道株式会社 関西支社長河原dMf宏之

事業者の主たる
業種 運輸業

咳当

要件
する事業者

Ｅ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

厩
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はパス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

、京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号鮫当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期ＩＨＩ 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
他の輸送機関に比べて地球温魍化防止面で優れた鉄道の特性をさらに向上させるとともに、鉄ji2の魅力を一層向上させ、より多くのお客観にご利用いただ
くことでトータルとしての地球温暖化防止に貢献していく。
(平成21年度実類：N700系新幹線車両１６鍋成投入）

推進体制
地球環境委員会、地球環境連絡会を軸とした全社体制
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措固内容

右エネルギー性0回を一用肉｣ﾆしたlS700系をl94FTJIより鷲栗XglEに投入し、麺G雁皮までに８０纏成をｊＭｏ的に投入する．

符ニネ性飽に優れたBIS系nUl[、0両とキハ顕刑挺助lInO丙（新形J化掬i助UI〔）避釿興し．平Ⅱ上22～24年度にかけて投入する．

1997年より瓜栂】､釿押磁乃〔侭醗のホームH1限に政倒してし､ろJf*山祗i苗釣800㎡、妓人発矼、力Ioomの土BO允発、ｼx私の鰭lU．（112】無欲13.9卿kmD）
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｢Ａ事業所排出区分」では、矼力の醜入先変更に伴い排出吐が減少した。当社事業の中核である鉄道の連行にかかる「Ｂ輸送車両区
分]では、ﾄﾋﾞｽ向上に伴ﾚ､車両キロは増加したものの、省ヰ型車両のWOC系の投入により二酸化炭素排出吐は減少した。
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単位が鞍実に滅少した。今後も、基本方針に則り粉実に取組みを遡めていく。
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地球温騒化対策
に資する社会貢
畝活動

基本方針に則った活動が地球i且鰻化対策に資する社会貢献活動につながると考え、これまで通り、鉄道の優れた特性をさらに向上させるとともに、鉄道の
魅力を一層向上させ、より多くのお客様に週択・ご利用いただくことを目指す。
また、平成19年２月に開始したECO出張の浸透に向けた取り組みを引き続き推進する。

特配事項

全社としては６自主行動目標の中で、列車運行にかかるエネルギー消費原単位の改善目標を股定している。（2010年度までに1995年比で15％改善）


